
（別紙２）

評価の着眼点 配点

全般
本業務の趣旨や目的を理解した提案と
なっているか。

20

実践性及び
業務効果

こどもの権利、意見表明支援、安心・
安全な場づくり、ファシリテーション
技術等について、講義、演習等を通じ
て体系的かつ実践的に学べる内容と
なっているか。

20

独自性
提案者独自の知見、ノウハウや経験を
生かした創意工夫が見られ、効果が見
込める提案となっているか。

20

計画及び
実施体制

本業務を円滑に実施できる具体的かつ
実現可能な計画となっているか。
講師が、こどもの意見表明支援、ファ
シリテーション、こどもの権利等に関
する十分な知識・経験・実績を有して
いるか。

20

類似業務の実績
過去に同種又は類似事業の研修実績を
有し、業務の確実な履行が期待できる
か。

10

見積額の妥当性

業務の実施に必要な経費等が適切に見
積もられ、業務の内容や効果等から見
て適切な範囲であり、委託上限額の範
囲内であるか。

10

100
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